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高齢者在宅生活支援事業 事務事業評価シート

28年度(計画)

27年度(実績) 28年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

0401 高齢者在宅生活支援事業

暮らし

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

【 事後評価 】平成 27 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 03 01 02

政策 2-5 福祉の充実
施策 2 高齢者福祉の充実

目的 高齢者の在宅生活の支援

対象 高齢者等

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性
意図

あらゆる高齢者が安心、安全で自らの意思が尊重されたなかで在宅生活ができるよう多様
な福祉サービスの提供により支援する。 妥当である

見直し余地がある

○ひとり暮らし高齢者緊急通報体制整備　5,938千円
　緊急性・発作性の疾患等により常に注意を要するひとり暮らし高齢者等に対し、緊急時の通報
手段を確保するため通報装置を設置
○在宅高齢者生活支援　17,099千円
　ひとり暮らし高齢者等が自立した生活を送るための、軽易な日常生活（草取り、雪払いなど）
の援助、タクシー券の交付、自動消火器・電磁調理器の給付、電話権の貸与
○寝たきり高齢者生活支援　40千円
　在宅の寝たきり高齢者等が衛生的で清潔な生活を送るため、寝具の洗濯乾燥消毒クリーニン
グ、および理美容組合店舗からの出張にかかる費用補助

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

当該事業は介護保険事業とは異なった福祉的サービスであり、当
該支援における市の関与は必要である。

 受益と負担の適正化余地 いずれの事業も市内全域で実施しており受益機会は適正。緊急通
報装置設置事業においては市町合併以前からの流れで設置形態や
方式が一部異なっているが、順次統一されつつある。

受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

妥当でない

委託

公
平
性

事業の内容、利用方法等について、わかりやすく使いやすい仕組
みになっているか検討し改善していく必要がある。向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

委託単価等の設計は情勢を見て対応する必要があるが、現段階に
おいて削減できる余地はない。

4

後援・協賛 補助・助成

26年度(実績)

市民参画の有無

適正である
市民協働の形態

共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

実績 4 4

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 27年度(実績)

②
寝たきり高齢者生活支援事業利用
者延べ件数

件
計画 33

① 在宅高齢者生活支援事業件数 事業数
計画 4

実績
③

計画

実績 33 28
72

人
1,449 1,569目標

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

1,543実績

②
目標

① 在宅高齢者生活支援事業利用者数

目標

実績

1,484

実績

成果指標の
達成度

目標値より高い ○ 概ね目標値どおり

③

あらゆる高齢者に寄り添う高齢福祉の根幹的事業であることから事業の継続を図りながらも、高
齢者を取り巻く情勢の変化に対応し、地域包括ケアシステムの構築に向け、地域支援事業とのか
かわりのなかで利用者のニーズと事業の内容や方法、手段などがニーズにマッチングしているの
か事業の在り方の検討を進めていく必要がある。

目標値より低い

26年度(実績)

成果指標①は、事業利用者数の目標値を設定。各事業の利用者数を積み上げを指標とした。

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

・軽度生活援助事業、住宅改造事業、高齢者タクシー券給付事業、日常生活用具給付事業



※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円 【ひとり暮らし高齢者緊急通報体制整備】5,938千円
●緊急通報装置設置事業委託
【委託先】株式会社アズビル 委託料支払
【１３節】5,901千円 ｱｾｽﾒﾝﾄ
【１１節】   37千円

緊急通報発信
第１通報先へ報告

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ または救急要請

【在宅高齢者生活支援】17,099千円
①高齢者等住宅改造補助事業 （県補助1/2）
【１９節】4,452千円 20件分（H26:19件、4,669千円）
・補助対象工事費上限65万円 介護保険住宅改修費併用は補助対象工事費から20万円差引
・補助割合2/3（非課税・生保は3/3） ・補助額上限30万円

②日常生活用具給付貸与事業
～ 【２０節】 29千円 【１２節】　4千円

給付：電磁調理器自動消火器 貸与：老人福祉電話（市所有の電話権利の貸与）

③高齢者福祉タクシー券給付事業
【委託先】市内16事業所
【２０節】12,026千円　　500円×24,052枚 タクシー券の交付

助成券１枚500円
月2枚の利用として申請月以降
年度末月数分を交付 タクシー券の利用
（5月申請は22枚となる。） タクシー料金の請求（半券）

④軽度生活援助事業 花巻市シルバー人材センターへ業務委託
【１３節】 588千円

800円×0.5h×1,470時間＝588千円

【寝たきり高齢者生活支援】40千円
①寝具洗濯乾燥消毒サービス事業委託 委託料支払
【委託先】株式会社　星光舎
【１３節】30千円 　8回×＠3,780 申請登録

単価契約 3,500円＋税 寝具の受取配送

　 掛・敷布団各1,500毛布500

②訪問理美容サービス事業委託
【委託先】岩手県理容生活衛生同業組合花巻支部 委託料支払
　　　　　岩手県美容業生活衛生同業組合花巻支部
【１３節】10千円　500円×のべ20回

１回の出張につき500円 申請登録 申請者宅へ出張
散髪代は利用者負担

高齢者在宅生活支援事業

高橋　朱里 515

平成 27 年度 事業説明資料 【 】

項

内線担当部署 部名 健康福祉 課名 長寿福祉 担当係長

会計 款 《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

一般 03 01

26年度
決算額(A)

27年度
決算額(B)

28年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
23,587 23,077 △ 510

財
源
内
訳

2,186 2,182 △ 4

地方債

その他 20 20

事業期間 単年度繰返 期間限定 〔平成 年度 平成

事業開始の背景・経緯

部経営方針における目標

事業概要

○ひとり暮らし高齢者緊急通報体制整備　5,938千円
　緊急性・発作性の疾患等により常に注意を要するひとり暮らし高齢者等に対し、緊急時の通報
手段を確保するため通報装置を設置
○在宅高齢者生活支援　17,099千円
　ひとり暮らし高齢者等が自立した生活を送るための、軽易な日常生活（草取り、雪払いなど）
の援助、タクシー券の交付、自動消火器・電磁調理器の給付、電話権の貸与
○寝たきり高齢者生活支援　40千円
　在宅の寝たきり高齢者等が衛生的で清潔な生活を送るため、寝具の洗濯乾燥消毒クリーニン
グ、および理美容組合店舗からの出張にかかる費用補助

登録利用者が軽作業(草取りや窓拭きなど）をシル
バーに依頼した際、30分あたり400円の委託料を支
払う。（利用者本人は委託料を差し引いたシル
バー規定料金を支払う。）

介護保険制度の改正等の動きを見据えながら、介護予防事業と一体的な在宅高齢者支援の在り方
を検討していく必要があると思われる。また、社会福祉協議会の各種事業とのすり合わせや連携
を深めていく必要がある。

事業説明資料

高齢者在宅生活支援事業

高齢者が元気で生きがいを持ち、安心した生活を送っています。

年度〕

20,875

02

事業ｺｰﾄﾞ

0401

一人暮らしや高齢者のみの世帯が増加しているなか、意思が尊重され自立した暮らしができるよ
うに、またその暮らしができるだけ長く継続できるよう支援していく必要がある。

一般財源 21,401

事業名

△ 526

国・県

事後評価

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等

目

市 

市 

要援護高齢者 
(装置設置) 

利用申請者

ALSOKあんしんケアサポート
㈱ 

・緊急通報装置設置撤去 

美容・理容組合 
・出張店舗の調整等 

加盟店舗 

市 

利用申請者

(株)星光舎   

市 

車等所有なし 
80歳以上高齢者 

市内タクシー事業


